
▼
こ
の
４
月
よ
り
事

務
局
長
と
し
て
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。み
な
さ
ま
へ
の

ご
挨
拶
が
行
き
届
い
て
い
な
い
失
礼
を
お
詫

び
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、ご
指
導
の
ほ
ど
お

願
い
申
し
上
げ
た
い
▼
さ
て
、事
務
局
長
初
日

の
お
昼
前
、
警
報
音
と
と
も
に「
強
い
揺
れ
に

備
え
て
く
だ
さ
い
」と
の
緊
急
地
震
速
報
が
流

れ
た
。
京
都
は
震
度
３
で
あ
っ
た
が
、何
も
で

き
ず
に
た
だ
オ
ロ
オ
ロ
す
る
だ
け
だ
っ
た
▼

そ
れ
か
ら
半
月
後
、
熊
本・大
分
を
中
心
と
し

て
２
度
の
大
地
震
と
1
5
0
0
回
を
超
え
る

余
震
に
見
舞
わ
れ
る
災
害
が
発
生
し
た
。亡
く

な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と

も
に
、被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ま
に
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
▼
震
度
３
の
揺
れ
で
も
動
揺

す
る
の
だ
か
ら
、熊
本
や
大
分
の
方
々
は
、私

の
想
像
の
及
ば
な
い
ほ
ど
怖
い
思
い
を
さ
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
▼
本
会
で
は
京
都
府
、市
町
村

社
協
連
合
会
、
京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避

難
支
援
セ
ン
タ
ー
、京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携・協
働
し
て
支
援
活
動

を
展
開
し
て
き
た
。
第
４
次
中
期
計
画
で
は

「
被
災
者
・
被
災
地
の
思
い
に
添
っ
た
災
害
支

援
活
動
の
推
進
」を
掲
げ
て
い
る
が
、
そ
の
目

標
の
と
お
り
、私
た
ち
の
活
動
は
熊
本
や
大
分

の
人
た
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
て
い
る

の
か
を
自
問
す
る
毎
日
で
も
あ
っ
た
▼
熊
本
・

西
原
村
で
の
活
動
か
ら
帰
っ
て
き
た
本
会
職

員
が「
初
め
て
熊
本
に
行
っ
た
が
、
皆
や
さ
し

く
、景
色
は
雄
大
だ
っ
た
。
今
度
は
旅
行
で
訪

れ
た
い
」と
話
し
て
く
れ
た
。
熊
本
・
大
分
の

み
な
さ
ま
の
暮
ら
し
が
一
日
も
早
く
戻
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
る
。 

（
T
・
T
）

も
くえ
さ

C o n t e n t s
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（
1
）生
活
福
祉
資
金
の
取
り
組
み

①
貸
付
相
談
の
状
況

　

  

総
決
定
件
数
2
4
7
4
件
、
総
決
定
額

8
億
3
5
8
2
万
7
3
5
4
円

　
教
育
支
援
資
金
が
10
年
連
続
で
増
加
。

②
償
還
相
談
の
状
況

　

  

償
還
実
績
額　
５
億
7
0
1
3
万
6
7
6
9

円
、
現
年
度
償
還
率　
73
・
６
％
（
Ｈ
26
：

71
・
４
％
）

（
2
）生
活
困
窮
者
支
援
の
取
り
組
み

①  

生
活
困
窮
者
支
援
制
度
を
利
用
し
た
貸
付　

1
7
2
件

②  

市
町
村
社
協
が
実
施
す
る
家
計
相
談
支
援

事
業
に
よ
る
貸
付　
3
件

③  

家
計
相
談
支
援
事
業
未
実
施
市
区
町
村
で

京
都
府
社
協
が
家
計
相
談
支
援
を
実
施　

11
件

（
3
）地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
取
り
組
み

①
利
用
状
況

　

  

新
規
利
用
者
数
1
8
4
人
、
実
利
用
者

7
4
0
人
、
延
べ
利
用
者
数
1
6
3
3
人
。

人
口
10
万
人
あ
た
り
の
実
利
用
者
数
は
、

全
国
67
府
県
・
指
定
都
市
で
13
番
目
。

（
4
）絆
ネ
ッ
ト
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

①
絆
ネ
ッ
ト
づ
く
り

絆
ネ
ッ
ト
実
施
社
協

12
社
協

絆
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業

8
社
協

住
民
相
互
の
生
活
支
援
活
動

14
社
協

サ
ロ
ン
活
動

1
2
3
5
か
所

小
地
域
福
祉
活
動

21
社
協

②
地
域
に
お
け
る
見
守
り
活
動
の
支
援

　

  

京
都
府
補
助
事
業
に
よ
り
、
4
1
1
団
体

に
9
6
2
万
円
を
助
成
。

（
1
） 連
携
・
協
働
の
場
と
し
て
の
常
設
型
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

　

  

京
都
府
内
の
全
市
町
村
で
常
設
型
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置

（
2
） 災
害
時
に
お
け
る
要
配
慮
者
支
援
活
動
の

推
進

① 

市
町
村
社
協
に
お
け
る
要
配
慮
者
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
。

② 

京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避
難
支
援
セ
ン

タ
ー
が
開
催
す
る
研
修
等
で
連
携
・
協
働

を
図
っ
た
。

（
1
） 広
域
の
中
間
支
援
団
体
と
し
て
の
多
様
な

機
関
と
の
協
働
に
よ
る
取
り
組
み

① 

行
政
と
社
協
の
協
働
に
よ
る
困
窮
者
支
援

と
地
域
福
祉
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
自
立
相

談
支
援
機
関
と
市
区
町
村
社
協
の
合
同
研

究
協
議
会
を
開
催
。

② 「
京
都
府
域
の
権
利
擁
護・成
年
後
見
制
度

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会（
仮
称
）

準
備
会
」を
開
催

③ 

京
都
府
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
京
都
府

共
同
募
金
会
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
関
係

団
体
と
の
連
携
を
強
化
。

④ 

市
町
村
社
協
連
合
会
、
社
会
福
祉
法
人
経

営
者
協
議
会
等
の
団
体
事
務
局
を
受
託
。

⑤
京
都
C
S
R
推
進
協
議
会
へ
参
画
。

（
2
） 府
内
の
福
祉
活
動
を
ま
と
め
発
信
す
る
取

り
組
み（
機
関
紙「
京
都
の
福
祉
」）

① 

第
4
次
中
期
計
画
の
事
業
展
開
の
柱
に
基

づ
く
テ
ー
マ
で
特
集
を
企
画
。

② 「
絆
ネ
ッ
ト
」の
役
割
・
価
値
を
発
信
す
る

連
載
を
開
始
。

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会

事
業
・
決
算
報
告

　
京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
第
4
次
中
期
計
画
」に
掲
げ
る
5

つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
平
成
27
年
度
の
事
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
中
期
計
画
に
お
け
る
重
点
事
業
を
中
心
に
、
そ
の
概
要
と
特

徴
を
ご
報
告
し
ま
す
。

「
生
活
に
困
窮
す
る
人
の
自
立
支
援
」
と

「
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ
取
り
組
み
」
の
一
体
的
な
推
進

「
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

「
被
災
者
・
被
災
地
の
思
い
に
添
っ
た
災
害
支
援
活
動
」
の
推
進

幅
広
い
協
働
に
よ
る
事
業
の
展
開

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働
の
促
進
と

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
・
定
着
・
育
成
の
た
め
の

総
合
的
な
事
業
の
推
進

145

23
（
1
）  福
祉
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業（
無
料
職
業
紹

介
事
業
）を
中
核
と
し
た
総
合
的
な
対
策

①
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

実
績

Ｈ
27
目
標

新
規
相
談
者

2
7
7
7
人

2
7
0
0
人

延
べ
相
談
者

4
6
9
3
人

3
7
0
0
人

就
職
内
定
者

3
5
9
人

3
5
0
人

求
人
開
拓
件
数

1
2
9
件

1
0
0
件

②
潜
在
有
資
格
者

実
績

Ｈ
27
目
標

新
規
登
録
者

5
2
5
人

5
0
0
人

就
職
内
定
者

82
人

80
人

③
保
育
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
事
業

実
績

Ｈ
27
目
標

新
規
登
録
者

3
8
4
人

7
0
0
人

延
べ
相
談
者

1
1
0
1
人

8
0
0
人

就
職
内
定
者

74
人

75
人

④
就
職
フ
ェ
ア

実
績

Ｈ
27
目
標

全域
参
加
者
数

8
3
8
人

1
2
0
0
人

就
職
内
定
者

1
9
0
人

2
0
0
人

地域
参
加
者
数

1
9
6
人

6
0
0
人

就
職
内
定
者

20
人

1
0
0
人

（
2
）  き
ょ
う
と
介
護
・
福
祉
ジ
ョ
ブ
ネ
ッ
ト
の

運
営

①  

人
材
確
保・定
着
チ
ー
ム（
中
途
人
材
、
潜

平成2 7年度決算の概況（一般会計）

経常収入内訳 経常支出内訳

経常収入 決算額
補助･委託金収入 449,164,056
共同募金配分金 8,830,000
会費収入 14,537,800
寄付金収入 610,136
事業収入 74,881,856
預金利子 20,923,553
その他 23,015,888

総計 591,963,289

経常支出 決算額
人件費 220,887,055
地域福祉・ボランティア振興関係事業費 13,705,978
事務的経費（印刷費・通信費など） 17,235,638
共同募金配分金事業費 9,248,631
権利擁護・苦情解決等利用者支援関係事業費 94,557,000
福祉人材確保関係事業費 205,059,845
その他の事業費等 12,840,913

総計 573,535,060

その他
3.9％

補助･委託金収入
75.9％

共同募金配分金
1.5％

会費収入
2.5％

寄付金収入
0.1％ 事業収入

12.6％

預金利子
3.5％

その他の事業費等
2.2％

人件費
38.5％

事務的経費
（印刷費・通信費など）
3.0％
地域福祉・ボランティア
振興関係事業費
2.4％
共同募金配分金事業費
1.6％
権利擁護・苦情解決等
利用者支援関係事業費
16.5％

福祉人材確保
関係事業費
35.8％

その他
3.9％

補助･委託金収入
75.9％

共同募金配分金
1.5％

会費収入
2.5％

寄付金収入
0.1％ 事業収入

12.6％

預金利子
3.5％

その他の事業費等
2.2％

人件費
38.5％

事務的経費
（印刷費・通信費など）
3.0％
地域福祉・ボランティア
振興関係事業費
2.4％
共同募金配分金事業費
1.6％
権利擁護・苦情解決等
利用者支援関係事業費
16.5％

福祉人材確保
関係事業費
35.8％

※民間社会福祉施設整備資金にかかる収支等を除く実質的な収支

平成27年度

（
1
）  京
都
地
域
福
祉
創
生
事
業（
わ
っ
か
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）

①  

京
都
府
内 

20
法
人
の
参
画（
平
成
27
年
度

新
規
11
法
人
）

②  

参
画
法
人
に
よ
る
取
り
組
み

　

  

宇
治
市　

 

保
育
園
で
育
児
中
の
母
親
の
交

流・孤
立
を
防
ぐ
場
、子
ど
も
の
交

流
機
会
を
提
供（
56
回
、3
4
0
2

人
参
加
）

　

  

亀
岡
市　

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
ス
ペ
ー
ス
を

子
ど
も
や
保
護
者
等
の
居
場
所
に

提
供（
1
回
、
19
人
参
加
）

（
2
）  福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
権
利
擁
護（
京
都

府
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
）

問
合
せ・相
談
件
数
3
2
7
件（
前
年
比
39
％

増
）

苦
情
対
応
件
数　
1
8
6
件（
前
年
比
29
％

増
）

（
3
）  京
都
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

等
支
援
機
構
と
の
連
携

①
実
施
状
況

　

  

介
護
サ
ー
ビ
ス
分
野
1
9
9
件
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
分
野
69
件

② 

10
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催　

1
4
0
人
の
参
加

在
有
資
格
者
等
の
確
保
・
定
着
）

　

  

就
職
面
接
会（
独
自
）　
2
回
、
52
法
人
、

1
6
8
人

　

  

職
場
面
接
会（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
）　

10
回
、
49
法
人
、
1
9
4
人

②  

仕
事
理
解
促
進
チ
ー
ム（
小
中
高
の
学
生

に
対
す
る
福
祉
職
の
理
解
促
進
）

　
次
世
代
担
い
手
育
成
事
業　
4
校

　

  

次
世
代
担
い
手
育
成
事
業
合
同
発
表
会　

2
7
3
人

　
高
校
出
前
講
座　
6
校

　
高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ　
2
校

（
3
）  福
祉
職
場
従
事
者
の
処
遇
改
善
・
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
支
援
事
業
の
展
開

　

  

延
べ
2
3
4
事
業
所
に
対
し
、8
9
6
1
万

8
6
4
5
円
を
助
成

（
4
） 福
祉
人
材
の
定
着
・
育
成
を
め
ざ
し
た
研

修
事
業
の
実
施

　
●  

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
対
応
型
生
涯
研
修
課
程　

4
課
程（
延
べ
20
日
間
）、
4
7
7
人

　
● 

37
コ
ー
ス（
延
べ
1
5
1
日
間
）の
研
修　

3
5
8
7
人

　
●

 
 

6
コ
ー
ス
の
種
別
研
修　
4
6
4
人

　
● 

10
種
類
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
研
修　

1
8
9
2
人

（
5
）介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
の
貸
付
事
業

　
●  

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
等
の
在
学
生

（
8
校
39
人
）に
5
8
3
7
万
9
8
4
0

円
の
貸
付
を
決
定
。
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京
都
難
病
連
は
、〝
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
の
難
病
患
者
を
な
く
そ
う
〞
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
昭
和
49
年
に
結
成
さ
れ
、

患
者
会
の
特
徴
を
い
か
し
た
難
病
相

談
事
業
や
、
難
病
に
対
す
る
医
療
的

な
学
習
の
場
の
提
供
、
患
者
会
の
活

動
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、相
談
活
動
で
は
「
何
か
所
も
の
医

療
機
関
で
診
て
も
ら
っ
た
が
診
断
が

つ
か
な
か
っ
た
」、「
同
じ
病
気
の
方
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
生
活
さ
れ
て
い
る

の
か
…
」、「
こ
れ
か
ら
先
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
不
安
で
」と
い
っ
た
声
に
対

し
、
専
門
職
（
医
師
、
看
護
師
、
社

会
福
祉
士
等
）
に
よ
る
専
門
相
談
や

当
事
者
同
士
に
よ
る
ピ
ア
相
談
な
ど

に
よ
り
丁
寧
に
難
病
患
者
、
家
族
の

生
活
の
不
安
に
寄
り
添
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
突
然
難
病
だ
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
ど
ん
な
思
い
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

病
気
の
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
悩
み
、
一
人
で
不
安
な
思
い
を
抱
え
込
む
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
難
病
を
抱
え
る
方
の
暮
ら
し
は
、
そ
の
症
状
や
進
行
の
状
況
に

よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
患
者
を
孤
立
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
京
都
難
病
連
（
以
下
、
京
都
難
病
連
）

で
の
相
談
活
動
を
通
じ
て
、「
病
気
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
」
を
支
え

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

つ
な
が
る
こ
と
で
支
え
ら
れ
る

難
病
患
者
の
相
談
活
動
を
通
じ
て

病
気
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
の

不
安
や
思
い
を
受
け
止
め
る

事
務
局
員
で
あ
り
、
自
身
も
難
病

を
抱
え
な
が
ら
ピ
ア
相
談
員
を
さ
れ

て
お
ら
れ
る
Ｔ
さ
ん
と
Ｆ
さ
ん
。
日

常
相
談
の
電
話
を
受
け
る
こ
と
に
つ

い
て
、Ｔ
さ
ん
は
、「
電
話
を
か
け
て

こ
ら
れ
る
方
は
、
病
気
に
な
っ
て
間

が
な
い
方
。
と
に
か
く
話
が
し
た
く

て
、
思
い
を
伝
え
た
く
て
…
と
い
う

方
が
多
い
。受
け
手
と
し
て
は
、不
安

を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
に
少
し
で
も

そ
の
思
い
を
軽
減
し
て
い
き
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
か
か
わ
っ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
。
突
然
難
病
と
言
わ

れ
る
こ
と
で
、
今
ま
で
の
将
来
設
計

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
、

実
際
、
電
話
口
で
誰
に
も
言
え
な
い

悩
み
を
「
や
っ
と
話
せ
た
」
と
涙
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
不
安
や
心
配
が

あ
る
と
き
に
、
連
絡
し
た
ら
聞
い
て

も
ら
え
る
場
が
あ
る
、
仲
間
が
い
る

と
い
う
こ
と
が
、
大
き
な
支
え
や
生

き
る
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
相
談
総
数
は

5
1
3
件
。
病
気
、
治
療
・
療
養
に

対
す
る
相
談
や
仕
事
や
経
済
的
な
悩

み
を
多
く
抱
え
て
お
ら
れ
る
実
態
が

あ
り
ま
す
。
患
者
本
人
だ
け
で
は
な

く
、
家
族
か
ら
の
相
談
も
多
く
家
族

が
抱
え
る
悩
み
や
不
安
へ
の
支
援
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
か
ら
情
報
を
得
る
方
も
多
く
あ
り
、

自
分
で
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
ら
れ
る
方

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
難
病
は
、

そ
の
病
名
が
あ
っ
て
も
そ
の
進
行
段

階
や
病
気
の
重
複
な
ど
、
症
状
や
状

況
に
よ
っ
て
、
全
く
異
な
り
ま
す
。

「
こ
こ
で
な
ら
聞
い
て
も
ら
え
る

と
い
う
相
談
の
場
が
な
く
、
発
病

後
、
や
っ
と
し
ん
ど
さ
が
収
ま
っ
て
、

や
っ
と
行
動
を
起
こ
そ
う
と
し
て
も

行
き
場
が
な
か
っ
た
」
と
Ｆ
さ
ん
は

自
身
の
こ
と
を
振
り
返
り
、
京
都
難

病
連
の
紹
介
で
患
者
会
に
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
た
と
言
い
ま
す
。

京
都
難
病
連
で
は
、
15
の
患
者
会

の
活
動
支
援
や
病
気
ご
と
に
よ
り
き

め
細
や
か
な
生
活
の
相
談
な
ど
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
ピ
ア
相
談
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、寝
た
き
り

で
あ
っ
た
り
、
外
に
出
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
方
も
た
く
さ
ん
お
ら

れ
、
相
談
会
や
医
療
講
演
会
に
来
ら

れ
る
方
は
一
部
の
方
に
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
確
か
に
医
療
費
助
成
対
象
疾

病
が
増
え
た
こ
と
や
、
障
害
者
総
合

支
援
法
に
よ
っ
て
、
障
害
者
の
範
囲

に
難
病
等
の
方
々
が
加
わ
り
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
な
ど
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
改
善
さ
れ
て
い

ま
す
。し
か
し
就
労
の
支
援
な
ど「
ま

だ
ま
だ
難
病
患
者
が
安
心
し
て
地
域

で
生
活
す
る
に
は
支
援
は
整
っ
て
い

な
い
」
状
況
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
難
病
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、周
り
に
言
え
な
い
人
も
多
く
、い

ざ
と
い
う
と
き
に
「
助
け
て
」
と
言

え
ず
、
さ
ら
に
困
難
な
状
況
に
陥
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

「
見
え
な
い
」、「
言
え
な
い
」
こ
と
で

抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
が
さ
ら
に
ス
ト

レ
ス
と
な
り
、
病
状
が
悪
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
る
よ
う

で
す
。

「
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
迷

惑
を
か
け
る
ば
か
り
だ
と
思
い
悩
ん

だ
。
自
分
た
ち
も
今
、
辛
い
思
い
を

乗
り
越
え
た
。
病
気
と
生
き
て
い
く

し
か
な
い
と
。
同
じ
よ
う
な
思
い
を

さ
れ
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ

る
の
で
は
。そ
こ
に
寄
り
添
い
た
い
」

当
事
者
と
し
て
、
生
活
の
中
で
何
が

困
っ
て
い
る
か
わ
か
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
一
つ
ひ
と
つ
の
相
談
に
向
き

合
い
寄
り
添
っ
て
い
き
た
い
と
Ｔ
さ

ん
は
言
い
ま
す
。

病気になっても、
　　ひとりじゃない

誰にも話せない難病患者の不安な気持ちに寄り添う

ピア相談（当事者相談）　ピア（peer）は仲間という意味で、同じような立場や経験、悩
みを持った者同士が交流し話を聞いてもらう中で苦しみや辛さを乗り越える力をも
らうことができるのがピア相談。京都難病連では、そのピアの力を生かした難病患者
とその家族によるピア相談会を定期的に行っています。 （難病連パンフレットより）

特定非営利活動法人　京都難病連
〒602-8143　京都市上京区堀川通丸太町下ル　京都社会福祉会館４階
電話・FAX：075-822-2691　月～金（土日祝休み）10:00～ 17:00
日常相談（無料）　※医療相談は予約制

京都府難病情報ガイドブック
　この冊子は、これまでの
相談活動での声から、困っ
たときの相談先や利用でき
る医療助成や介護サービス
等制度を取りまとめたもの
です。法制化を受け内容を
改定し、平成28年３月に発
行されました。

一
人
ひ
と
り
の
悩
み
に

寄
り
添
い
続
け
る

平
成
27
年
１
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
難
病
患
者
に
対

す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
」（
難
病
法
）
に
お
い
て
、

難
病
患
者
の
療
養
生
活
の
環
境
整
備
に
関
し
て
、「
難
病

は
患
者
数
が
少
な
く
、
そ
の
多
様
性
の
た
め
に
他
者
か

ら
理
解
が
得
ら
れ

に
く
い
ほ
か
、
療

養
が
長
期
に
及
ぶ

こ
と
等
に
よ
り
難
病
患
者
の
生
活
上
の
不
安
が
大
き
い

こ
と
を
ふ
ま
え
、
難
病
患
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お

い
て
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
難
病
の
患

者
を
多
方
面
か
ら
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

る
」
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
府
で
は
医
療
、
介

護
、
福
祉
が
連
携
す
る
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
て
京

都
府
難
病
対
策
協
議
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
本
会
も
参

画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
京
都
府
の
委
託
を
受
け
て
難
病

患
者
等
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修
を
毎
年

開
催
し
て
い
ま
す
。
病

気
が
あ
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
、
本
会
と
し
て
も
適
切
な
情
報
提
供
や
当
事
者
同

士
の
支
え
あ
い
活
動
の
支
援
な
ど
と
も
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

情
報
提
供
や
支
え
あ
い
活
動
を
支
援
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地域の方や職場の仲間と喜びを共有するときに
やりがいを感じます

上田 智康さん　うえだ ともやす
施設名　 社会福祉法人綾部市社会福祉協議会

〒623-0012　京都府綾部市川糸町
南古屋敷5-1（綾部市福祉ホール内）

HP／URL：http://ayabe-shakyo.or.jp/
TEL.0773-43-2881　FAX.0773-43-2882
職種：主事（地域福祉係）　経験年数：8年
★好きな言葉：フットワーク軽く
★  夢中になっている事：読書（ミステリー、歴史、
宇宙等）、iPadの色々なアプリを試すこと

☆
仕
事
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
私
は
学
生
時
代
か
ら
福
祉
職
を
目
指

し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
今
の
職
場
で

初
め
て
福
祉
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
職
種
も
年
齢
も
様
々
な
職
員
が
一

緒
に
働
い
て
い
る
こ
と
に
魅
力
に
感
じ

ま
し
た
。

☆
仕
事
の
内
容
と
や
り
が
い
は
？

　
４
年
前
に
地
域
福
祉
係
に
異
動
し
、

現
在
は
耳
の
こ
と
相
談
や
障
が
い
児
家

族
交
流
事
業
な
ど
様
々
な
当
事
者
と
一

緒
に
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
多
い
で

す
。

　
新
し
く
始
ま
っ
た「
く
つ
ろ
ぎ
移
動

足
湯
事
業
」で
は
、
地
域
の
集
い
に
出

向
い
て
足
湯
を
行
っ
て
い
ま
す
。
事
業

目
的
は
、
孤
立
し
が
ち
な
人
の
外
出
の

き
っ
か
け
づ
く
り
と
介
護
・
福
祉
の
相

談
を
行
う
こ
と
で
す
。
出
前
先
の
団
体

の
方
と
現
地
を
下
見
し
、「
町
内
の
ひ
と

り
暮
ら
し
の
方
へ
参
加
を
呼
び
か
け
よ

う
」等
の
目
標
を
設
定
し
当
日
を
迎
え

ま
す
。

　
足
だ
け
の
混
浴
が
大
変
盛
り
上
が
り

会
話
が
弾
み
ま
す
。
認
知
症
の
あ
る
80

代
の
方
か
ら「
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
足

を
見
せ
て
も
ら
っ
て
長
生
き
し
て
よ

か
っ
た
〜
」、
そ
の
奥
様
か
ら「
主
人
は

明
日
に
な
れ
ば
今
日
の
記
憶
は
な
く

な
っ
て
い
ま
す
が
心
地
よ
さ
は
残
る
と

思
い
ま
す
」と
、こ
う
し
た
声
を
聞
い
た

時
に
こ
の
仕
事
を
し
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
出
前
先
の
団
体
と
一
緒
に
そ

の
地
域
に
合
っ
た
目
標
を
立
て
て
取
り

組
み
、
達
成
を
一
緒
に
喜
び
、
職
場
に

帰
っ
て
先
輩
や
仲
間
と
喜
び
を
共
有
す

る
と
き
に
充
実
感
と
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

☆
今
後
の
目
標（
抱
負
）は
？

　
色
々
な
相
談
を
受
け
る
際
に
、
別
の

人
が
対
応
し
た
方
が
、
も
っ
と
深
く
聴

き
取
り
広
く
的
確
に
助
言
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
、
歯
が
ゆ
く
思
う
こ
と
が

多
々
あ
り
ま
す
。
入
職
10
年
目
を
迎
え

る
ま
で
に
、
も
っ
と
一
人
前
の
相
談
対

応
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

福祉の現場で働く人たちの熱い想い・メッセージを
伝えるコーナーです。京都府内で “熱い福祉”を “夢
中” で実践している方々にスポットをあてて、元気
や楽しさ、やりがいを “生” の声でお届けします。

夢中!

ふくしふくしふくしふくしびびびと
だから続けたい この仕事

びび
熱中!

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
活
動

　
熊
本
県
西
原
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
運
営
支
援
と
し
て
、
４
月
27
日
か
ら
６
月
23
日

ま
で
本
会
及
び
府
内
市
町
村
社
協
か
ら
23
名
の
職

員
が
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。
近
ブ
ロ
社
協
派
遣

チ
ー
ム
は
、
地
元
社
協
の
要
請
に
基
づ
き
、
熊
本

県
内
の
社
協
職
員
等
と
協
働
し
て
、
全
世
帯
を
対

象
と
し
た
生
活
課
題
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

京
都
府
要
配
慮
者
避
難
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
活
動

　
ま
た
、
京
都
府
災
害
時
要
配
慮
者
避
難
支
援
セ

ン
タ
ー（
事
務
局
：
京
都
府
・
京
都
府
社
協
）の
取

り
組
み
と
し
て
、災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
）の
派
遣
を
5
月
13
日
〜
５
月
31
日
ま
で
行
い
、

益
城
町
の
避
難
所
に
お
け
る
福
祉
相
談
支
援
等
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
は
、京

都
府
内
の
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
支

援
専
門
員
等
の
福
祉
専
門
職
か
ら
な
る
チ
ー
ム
で
、

福
祉
の
視
点
を
い
か
し
て
被
災
さ
れ
た
方
の
生
活

課
題
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
活
動

　
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
事
務

局：京
都
府
社
協
）で
は
、
セ
ン
タ
ー
加
盟
団
体
と

連
携
し
、
阿
蘇
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
資
機
材
を
搬
送
す
る
と
と
も
に
、
同
セ
ン
タ
ー

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
の
運
行（
５
月
13
日

（
金
）〜
16
日（
月
）、
５
月
20
日（
金
）〜
23
日（
月
）

計
59
名
）し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
被
災
さ
れ
た
方
が
抱
え
る
困
り
事
や
元
の
暮
ら

し
を
取
り
戻
す
ス
ピ
ー
ド
は
、
一
人
ひ
と
り
異
な

り
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
は
、
そ
ん

な
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
こ
と
が
出
来
る
大
切

な
活
動
で
す
。
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
、「
今
、
京
都
か
ら
で
き
る
支
援
」の
１

つ
と
し
て
熊
本
地
震
に
関
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
募
金
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

生
活
福
祉
資
金 

緊
急
小
口
資
金
特
例
貸
付
に
か
か
る
支
援
活
動

　
熊
本
県
益
城
町
社
協
の
貸
付
業
務
支
援
活
動
と

し
て
５
月
８
日
〜
５
月
13
日
ま
で
、
熊
本
市
社
協

の
貸
付
業
務
支
援
活
動
と
し
て
６
月
13
日
〜
６
月

17
日
ま
で
、
本
会
及
び
府
内
市
区
町
村
社
協
か

ら
５
名
の
職
員
を
派
遣
し
支
援
に
あ
た
り
ま
し

た
。
地
元
で
の
窓
口
開
設
が
難
し
か
っ
た
益
城
町

は
、
当
初
御
船
保
健
所（
御
船
町
）で
窓
口
を
開
設

し
受
付
業
務
を
行
い
ま
し
た
。
熊
本
市
で
は
当
初

は
市
内
３
か
所
で
特
設
窓
口
を
設
け
て
い
ま
し
た

が
、
派
遣
時
に
は
窓
口
は
１
か
所
と
な
っ
て
お
り

申
請
者
の
生
活
状
況
を
聞
き
取
り
な
が
ら
受
付
業

務
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
会
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
、
被
災
者
・
被

災
地
の
思
い
に
沿
っ
た
災
害
支
援
活
動
を
引
き
続

き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

平成28年熊本地震における被災地支援
本会では、４月14日・16日の熊本県を中心とした地震により

甚大な被害が発生したことを受けて、各関係機関と連携し本格的な支援に取り組んでいます。

熊本地震災害ボランティア活動サポート募金の呼びかけ

この募金の
使い道

募金口座

募集期間

①被災地の災害ボランティアセンターの運営をサポートする支援金として
②京都府内のNPO・ボランティア団体等が行う支援活動をサポートする支援金として
③京都府災害ボランティアセンターが行う支援活動の資金として
※被災された方への義援金とは異なりますのでご注意ください。
京都銀行　府庁前支店　普通預金　口座　４１５８３９２
名　　義：京都府災害ボランティアセンター
　　　　　被災地サポート募金　代表　宮本　隆司
フリガナ：キョウトフサイガイボランティアセンターヒサイチサポートボキン ダイヒョウミヤモトタカシ

平成28年７月末日まで

※ 募金箱の設置、広報誌やホームページでの情報提供にご協力をお願いします！必要な場合、右のロゴデータが提供可能です

7 京都の福祉 ● 555 6京都の福祉 ● 555



京都府社会福祉協議会
からのお知らせ

　案 内　――――――――――――――
第19回（平成28年度）京都府介護支援
専門員実務研修受講試験についての
お知らせ
【試験日・会場】
●日時　10月２日（日）10:00 ～ 12:00
●  会場　立命館大学　衣笠キャンパス
【試験案内（申込書）の配布】
● ５月27日（金）から７月11日（月）まで
●  市区町村役場（介護保険担当課）、府広
域振興局、保健所等で配布

【受験申込受付期間】
● ６月27日（月）から７月11日（月）まで
（消印有効）
●  所定の封筒を使用した「簡易書留」での
郵送による申込みのみ

【受験手数料】　●７,700円
【問い合わせ先】
京都府社会福祉協議会　介護支援専門員
実務研修受講試験室
TEL.075-254-3844（土曜・日曜・祝日
を除く午前９時から午後５時まで）

平成28年度　介護支援専門員（ケア
マネジャー）実務研修受講試験のため
の受験対策講座
●日程　  ７月２日（土）、16日（土）、
　　　　８月６日（土）、20日（土）、
　　　　９月10日（土）
●時間　  10:00 ～ 16:30
　　　　（７月２日のみ９:50 ～）
●  会場　７月２、16日→キャンパスプラザ
　　　　  ８月６、20日、９月10日→同

志社大学　今出川キャンパス
●受講料　１日につき7,000円
●指導講師　伊東利洋氏
　　　　　　（有）いとう総研　取締役
●テキスト　  ケアマネジャー試験確実合

格指南書16年版
　開催要綱は、市区町村役場（介護保険担
当課）、ハートピア京都等で配布しています。
http://www.kyoshakyo.or.jp/event/
post_32.html

社会福祉士受験対策セミナー
スタートダッシュ
●日時　７月17日（日）10:00 ～ 16:30
●会場　キャンパスプラザ

●受講料　7,000円
●指導講師　  伊東利洋氏
　　　　　　（有）いとう総研　取締役
ホームページからお申込みいただけます。
http://www.kyoshakyo.or.jp/event/28.html
京都府福祉人材・研修センター研修課
TEL.075-252-6296

就職面接会を開催します！

　介護や保育の仕事をしたい方、就職の
チャンスです。ぜひご参加ください！
①介護・福祉職場　就職面接会
●日時　 ７月19日（火）14:30 ～ 18:30
●会場　ハートピア京都
　　　　（地下鉄「丸太町」駅下車）
●対象　  福祉職場への就職を希望する一

般・学生（来年３月卒業予定）の方
②保育園　就職面接会
●日時　８月３日（水）13:00 ～ 16:00
●会場　ハートピア京都
　　　　（地下鉄「丸太町」駅下車）
●対象　  保育園への就職を希望する一般・

学生（来年３月卒業予定）の方
京都府福祉人材・研修センター福祉人材課
TEL.075-252-6297

社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

平成28年度

●この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（「賠償責任保険」「普通傷害保険」「労働災害総合保険」「約定履行費用保険」「動産総合保険」）です。

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険）

施設利用者の補償プラン 22
施設職員の補償プラン33
社会福祉法人役員の補償プラン44

1 基本補償（賠償・見舞）
▶補償金額 ▶年額保険料（掛金）

基
本

補
償（
A
型
）
見
舞
費
用

付
補
償（
B
型
）

対人賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

2,000万円
35,000～61,460円

68,270～97,000円

1,500円

1～50名

51～100名

以降1名～10名増ごと
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円
500万円

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死　亡 10万円
後遺障害 0.3～10万円
入院時 3万円
通院時 1万円
（1事故で10万円限度）

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

対物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金補償限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）
事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故

お
見
舞
い
等

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

保険期間１年

老人福祉施設、障害者支援施設、児童福祉施設の

事故・紛争円満解決のため事故・紛争円満解決のためにに！！事故・紛争円満解決のために！
◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た

　

　
　
　
　と

　

　
　
　
　
　
　

で
す
。

　
　
　
　
　

充
実
し
た
補
償

割
安
な
保
険
料

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第三課
TEL：０３（３５９３）６８２４〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

◆ 28年度新設 使用者賠償責任補償（プラン３-①オプション） 
 社会福祉法人役員の賠償責任補償（プラン４）

〈SJNK15-17043 2016.02.18作成〉

本紙は、共同募金の配分金によって
つくられています。

●  本会へのご意見等は、下記URLの「お問合せフォーム」を通じてお寄せください。
http://www.kyoshakyo.or.jp 京都府社協 検索
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